
件

名 

臨
時
職
員
な
ど
の
公
正
な
賃
金
等
の
確
保
に
関
す
る
陳
情 

提

出

者 
住

所

氏

名 

豊
島
区
南
大
塚
二
丁
目
三
十
三
番
十
号 

東
京
春
闘
共
闘
会
議 

 

代
表
委
員 

中

山

 

伸 
受
理
年
月
日 

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
七
日 

受
理
番
号 

第
十
五
号 

 
 

要 
 
 
 
 
 
 
 

旨 
 

一 

貴
自
治
体
で
雇
用
す
る
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
賃
金
の
切
り
下
げ
を
行
わ
ず
、
均
等
待
遇
の
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
計
画
的
に
推
進
し
て

く
だ
さ
い
。 

二 

貴
自
治
体
の
最
低
賃
金
を
時
間
額
千
円
以
上
に
引
き
上
げ
、
交
通
費
は
別
途
支
給
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

（
理 

由
） 

我
が
国
の
経
済
及
び
雇
用
情
勢
は
一
層
厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
・
派
遣
な
ど
非
正
規
労
働
者
は
千
五
百
万
人
を
上
回
り
、
雇
用

労
働
者
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
ま
す
。
完
全
失
業
者
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
台
と
高
止
ま
り
し
、
青
年
の
未
就
労
問
題
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
我
が
国
に
お
い
て
も
短
時
間
労
働
な
ど
多
様
な
働
き
方
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
パ
ー
ト
・
臨
時
職

員
な
ど
の
適
正
な
労
働
条
件
の
整
備
が
望
ま
れ
ま
す
。
と
り
わ
け
、
地
方
自
治
体
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
中
で
、
自
治
体
が
雇
用
す
る
臨
時

職
員
な
ど
に
対
す
る
公
正
な
労
働
条
件
の
確
保
は
、
高
品
質
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
欠
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
パ
ー
ト
労
働
や

臨
時
職
員
の
賃
金
水
準
の
改
善
な
ど
実
効
あ
る
待
遇
改
善
と
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
均
等
待
遇
の
実
現
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
点
で
も
自
治
体
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
定
し
た
生
活
を
地
域
住
民
に
保
障
し
て
い
く
た
め
に
も
、
自
治
体
に
お
け
る
公
正
な
労
働
条

件
確
立
に
向
け
た
努
力
が
一
層
望
ま
れ
ま
す
。 

以
上
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
右
事
項
の
実
現
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

以 
 

上 



 


